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２月２７日（金）に「６年生を送る会」がありました。日頃から６年生のために出し

物を一生懸命練習したり，掲示物を作成したりしました。本番では，１年生から５年生

は，お世話になった６年生に感謝の気持ちをダンスや劇などで伝えました。６年生は自

分たちの得意なことを披露することを通して、「主体的な学び」を表現しました。引継

ぎの儀式では，５年生が６年生からリーダーの火を引き継ぎ，最高学年になる自覚と決

意を新たにしました。  
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学びよ つながれ！ プロジェクト天栄中学校区連携 

２月２５日（水）天栄中学校３年生が本校に来てくれまし

た。こどもたちが現在取り組んでいる学習（春休みの宿題

も含む）は自ら進路を切り拓くための大切な力となるとい

うことを、高校受験を終えた中学生から、この春に中学生

となる６年生に伝えたいという目的で毎年実施していま

す。天栄中学校入学への期待が膨らむとともに、勉強への

モチベーションが向上することを期待しています。 

 

【家庭学習について～天栄中学校の先輩が郡山小６年生に伝えたこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「宿題」のその先へ。自ら学ぶ土台を 

作ろう 

家庭学習には、基礎体力をつける「宿

題」と、考える力を伸ばす「自主学習」が

あります。宿題はやって当たり前。自分で

決めて取り組む「自主学習」の時間を少し

ずつ増やしていけるといいですね。 

 

●「わからない」を「わかる」に。自分で 

決める力が未来を開く 

「自分で学ぶ」姿勢が大事です。自主学習

は、授業の「？」を追求し、思考力を磨く絶

好の時間。「宿題がないから勉強しない」を

卒業し、自分専用の学びを楽しみましょう。 

●「いつやる？」「どうやる？」 計画と 

習慣化がカギ 

毎日コツコツ続ける秘訣は、生活リズムに

組み込むこと。「夕食前」を学習の開始時間と

決め、自分で立てた計画に沿って予習・復習

を進める習慣をつけてみるのもよいかも。 

●「勉強は？」の前に、「夕飯までに終わ

らせちゃおうか！」 

保護者の皆様の前向きな一言が、子ども

のやる気を引き出します。目標時間を一緒

に確認したり、小さな達成を一緒に喜んだ

りすることで、家庭学習を家族で温かくサ

ポートしてください。 

 

天栄中学校から春休みの

宿題をいただきました。 


